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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

図１　底層の溶存酸素量分布
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令和4年5月31日観測結果

貧酸素水塊速報
（2022年）

　貧酸素水塊は川崎沖から千葉沖にかけてに広く分布していました(図1)。本日の調
査で一部欠測があったため、縦断ラインは表示しません。先週に引き続き赤潮が広
範囲で発生していました。貧酸素水塊はさらに拡大する可能性がありますので注意
してください。
　表層18～22℃、底層15℃～22℃でした。

酸素飽和度と溶存酸素量（DO）の目安
酸素飽和度 備考
50% 貧酸素水塊

貝類危険
30～40％ 魚類に影響
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